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学習支援のための検索意図に基づく教材スライドの抽出
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あらまし 近年教育の現場でプレゼンテーション資料が教材として用いられる．しかしながら，スライドファイルが

アップロードされるWeb上からユーザが必要とするスライドを取得することは困難である．そこで，本研究ではスラ

イドを構造的・意味的に分析し，その結果からスライド検索ための演算を定義する．また，演算を用いた対話型の抽

出手法を提案することで，ユーザの検索意図に合致するスライド抽出を可能とする．
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1. は じ め に

近年教育の現場でプレゼンテーション資料 (以下スライドファ

イル)が教材として用いられ，slide shareに代表されるような

スライド閲覧サイト上にアップロードされる．スライドを閲覧

する学習者は，学習内容に基づきスライドファイルもしくはス

ライドファイルを構成しているスライド 1枚 (以下スライド)を

検索するために，スライド共有サイト内で検索を行うが，従来

の検索機能においては，ユーザが入力したキーワードを AND・

ORで組み合わせたクエリ入力による検索が用いられている．

しかし，このようなユーザによる入力には表記ゆれ等が含ま

れ，正確にスライドを検索することは困難である．また，ユー

ザは検索意図に合致するスライドが結果として出力されるまで，

クエリの入力を繰り返さなければならない．そのため、スライ

ドを推薦することで学習支援につながると考える．

2. 関 連 研 究

講義資料として使われるスライドファイルなどを検索する研

究は数多く存在する．片山ら [1]は，スライドコンテンツなど

に，講義を行った際の動作履歴を付与することで，学生が必要

な部分だけを復習するための柔軟な検索を可能にしている．プ

レゼンテーションコンテンツの検索として，岡本ら [2]は，ス

ライド構造やスライドの提示時間などのコンテキストを活用し，

そのコンテンツ特性を考慮したシーン検索を可能している．ま

た，友安ら [3]は，ポスターの閲覧には，閲覧者がポスター上

のどの部分から閲覧すべきか即座にわからないという問題と，

ポスターの構成要素同士の関係が明示的ではないという問題が

存在すると分析している．そのためポスターとその構成要素の

一部といえるスライドの構造分析に基づき，閲覧者のナビゲー

ションのためのズーミング効果を用いたトランジションを自動

的に生成するシステムを提案した．

王ら [4]は，インターネット上に公開されるプレゼンテーショ

ンコンテンツをユーザが閲覧する際，スライド間の概念的な詳

細さを把握するため，キーワードの概念構造を利用したスライ

ド間の関係判定方式について提案を行った．Wangら [5]は，プ

レゼンテーションスライドの概要を把握するために，スライド

を使用して iPosterと呼ばれるポスターを生成する方法を提案

した．王ら [6]は，プレゼンテーションコンテンツを閲覧する



図 1 ユーザインターフェース

際のスライド間の関係に基づく要約や補足を実現するために，

意味的構造と表層的構造を用いたスライド間の関係判 定方式

を提案した．

3. 提 案 手 法

また、本研究では，ユーザとの対話型での検索手法を提案す

る．あるスライドをユーザが見ていた時に，そのスライドと

ユーザが過去に見たスライドの閲覧履歴を分析することで，そ

のユーザーの意図を読み取り，ユーザが次に閲覧すると推測さ

れるスライドを複数個推薦する．また，スライドを抽出するた

めの演算を定義する．演算を用いた対話型の抽出手法を提案す

ることで，ユーザの検索意図に合致するスライド抽出を可能と

する．

図 1は本研究で提案するユーザインタフェースを示している．

中央に閲覧中のスライドが表示され，その右側に，過去の閲覧

履歴に基づき，次に閲覧されると推測されるスライドが推薦さ

れる．ユーザが選択した推薦ウィンドウ内のスライドが画面中

央に表示される．

3. 1 スライド間の関係

スライドを推薦と学習者の履歴を分析するにあたり、スライ

ドの前後関係を検討する。王らの論文 [6]を用いてスライド間

の関係を出しておく。

3. 2 ユーザの検索意図

閲覧履歴からそのユーザが次にどんなスライドが見たいのか

を検討する．本研究では「○×△のスライドを見たらつ次は■

のスライドを推薦する」というルールを定める．

１．詳細化

現在閲覧しているスライドファイルの文字数平均値より多い

時，かつ履歴の直近 5枚のうち 3枚以上閲覧していた場合に詳

細化のスライドを推薦する．

２．簡略化

現在閲覧しているスライドファイルの文字数平均値より少な

い時，かつ履歴の直近 5枚のうち 3枚以上閲覧していた場合に

簡略化のスライドを推薦する．

３．具体化

スライド間の関係が上位のスライドであり，履歴の直近 5枚

のうち 3 枚以上閲覧していた場合に具体化のスライドを推薦

する。

４．抽象化

スライド間の関係が下位のスライドであり，履歴の直近 5枚

のうち 3 枚以上閲覧していた場合に抽象化のスライドを推薦

する。

3. 3 検 索 演 算

スライドを抽出するための演算の一覧を以下に示す．

• 「A」： タイトルが Aのスライド

• ［A］： 見出しが Aのスライド

• A+B： Aと Bどちらかがでてくるスライド (OR)

• A-B： Bが現れず Aがでてくるスライド

• A × B： Aと B両方でてくるスライド (AND)

• A→ B： Bよりも Aが先にでてくるスライド

• A vs B： Aと Bを比較するスライド

• A＞ B： キーワード Aが Bより上部階層

この演算は，ユーザ自身が直接クエリとして入力することも

可能だが，ユーザの過去に閲覧したスライドの履歴から，次に

見るスライドとして推薦するためにスライドを抽出するために

システム内部でも使用される．

3. 4 推薦スライドの抽出

学習するユーザの閲覧履歴から、スライド間の関係と検索演

算を組み合わせてスライドを抽出し、推薦する。

１．詳細化

現在閲覧しているスライドの文字数＜　 and　類似度高類似

度は TF-IDFを用いて類似度の高いものを算出する。

２．簡略化

現在閲覧しているスライドの文字数＜　 and　類似度高類似

度は TF-IDFを用いて類似度の高いものを算出する。

３．具体化

先行研究よりスライド間の関係が下位のスライドを推薦する。

４．抽象化

先行研究よりスライド間の関係が上位のスライドを推薦する。

4. お わ り に

本研究では，対話型でのスライド抽出手法を提案した．提案

手法として，スライドの記述方法とユーザの検索意図の分析，

検索演算について定義した．
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